別紙1-1

2010年10月頃の発振回路実験
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ｵｼﾚｰﾀの部分はﾈｯﾄで見かけた2SK241を使ったﾊｰﾄﾚｰ発振回路で500MHzくらいまで動作するらしい。





一般のFCZｺｲﾙはｵｼﾚｰﾀには適しないらしいが入手が簡単だし自分でｺｲﾙを巻かなくてよいので使ってみた。





VFO(VCO)にするため手持ちの適当なﾀﾞｲｵｰﾄﾞを使ってﾊﾞﾘｷｬｯﾌﾟ代わりに追加してみた。





　ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが大きいのでもう1個2SK241をつけてみたがあまり改善しなかった。何もしなければ周波数の変動は最大4KHzくらい(平均2KHzくらい)だけど、ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄはずっと大きく300KHzくらいだった。





　電源は78L05ﾚｷﾞｭﾚｰﾀで安定化した。ｵｼﾚｰﾀを安定化する方法では多く使われているらしい。


　78L05のOUT側にｺﾝﾃﾞﾝｻを書いていないが、実物はｵｼﾚｰﾀの回路がすぐ隣にあって、こちらにｺﾝﾃﾞﾝｻがついている。電源は自作した直流安定化電源を使った。





　ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄ抜きで考えれば、まあまあ安定していると思った。(もっと安定しているほうが良いに決まっている:笑)


ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄについて調べてみたが、ｺﾚと言った情報が無い。「厄介だ、厄介だ」と言う情報が大部分で改善については「頑丈な鉄製のｹｰｽに入れる」などがわずかなだけ。いろいろ考えているうちに共振回路のエネルギーが緩衝増幅を通さずに直接外部とつながる(もれる)とﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが出るような気がしてきた。





　金属ｹｰｽに入れてｹｰｽとｱｰｽをつないでもﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが大きく出ると言うことは、電源か出力側の配線を通じて共振回路のｺｲﾙかｺﾝﾃﾞﾝｻのｴﾈﾙｷﾞｰが漏れているのだろう。ｹｰｽに触るより電源など配線に触ったほうが周波数の変動が大きかった。








　0.01μFのｺﾝﾃﾞﾝｻで電源側のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは充分低くなっているはずだけどなあ…。ｹｰｽの外部にもれる高周波をｺｲﾙでﾌﾞﾛｯｸしたらどうか、と思ってやってみたらﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄがほとんど無くなった。なんと300KHzほど変動していたのが5KHzくらいになった。ﾁｮｰｸｺｲﾙ470μHというのは、たまたま使い古しが転がっていたので使ってみた。もっと小さくて充分だと思った。





ｱﾙﾐｹｰｽ





？
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　調子に乗って(笑)「ﾚｷﾞｭﾚｰﾀの出力側でﾌﾞﾛｯｸすればいいのでは」と思ってやってみたら、大失敗、250KHzほどのﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが出た。おかしいなあ、浮遊容量を通してもれてるのかな？


　いや、どこかつなぎ間違えたかも。(苦笑)
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ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄ


あり？
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温度補償型でない


ふつうのｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ





たまたま温度補償型があったので使ってみた
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ネットで入手した情報では信号の取り出し位置はﾄﾗﾝｼﾞｽﾀからなるべく離れたほうがひずみが少ない(ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀは非直線素子だからだそうです)というの読んでｺｲﾙの左側から信号を取り出してみた。


さらにﾚｷﾞｭﾚｰﾀの入力側にﾁｮｰｸｺｲﾙを入れれば緩衝増幅無しでもいけるかもと思ってやってみたら、やっぱり大失敗、200KHzほどのﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが出た。





　緩衝増幅をつけて試してみるとﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄが3KHzくらいに減った。


近くで手をかざしてもまったく変動無し、軽く触ったくらいだと1KHzくらいの変動。ﾎﾞﾃﾞｨｴﾌｪｸﾄがあるのか無いのかわからないくらい。


　ｿｰｽ抵抗をもっと小さくすればもっと安定するか、と思って30Ωに変えてみた。周波数の変動も1KHzくらいに減った。


(1時間くらいの長時間の変動は60KHzくらいだけど1分位の短時間であれば1KHzくらいだ)


出力側のｺﾝﾃﾞﾝｻは2pFでも充分ﾊﾟﾜｰが出ていた。





電源ON　145.000MHz


5分後　　 145.957MHz


10分後　　144.946MHz


15分後　　144.943.MHz


20分後　　144.942MHz


25分後　　144.944MHz


30分後　　144.949MHz


35分後　　144.952MHz


40分後　　144.956MHz


45分後　　144.959MHz


50分後　　144.962MHz


55分後　　144.961MHz


60分後　　144.963MHz





　今回は、ﾊｰﾄﾚｰ発振回路で組み立てたけど、実は情報収集する中でｸﾗｯﾌﾟ発振回路を知ったので(ｺﾙﾋﾟｯﾂ発振回路の改良版)それを試したかった。でも、手持ちがたくさんある2SK241ではどうしてもうまく行かない。うまく行かないと言うより、ｺﾝﾃﾞﾝｻが必要な場所にｺﾝﾃﾞﾝｻをつけなくても発振してしまうのですっきりしなかった。たぶん仮組みに使っているﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞの線間容量が10pF以上あるのが災いしているのかも知れない。10pFっていうと145MHzだと110Ωくらいしかない。


そんなﾘｱｸﾀﾝｽでﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ内の線同士がつながっていたら、目に見えないｺﾝﾃﾞﾝｻがいっぱいつながっているわけで何をやってるのかわからなくなる…


　でもめげずにｸﾗｯﾌﾟ発振回路もやってみようと思う。





後でわかったが、コイルに470と書いてあるのは470μHでなくて47μHらしい。間違ってた。(苦笑)


それと、SRF(自己共振周波数)をはるかに超えているので、全く効いていなくて何か別の理由で偶然そうなったのかもしれない。





47μH


＝





47μH


＝





何か別の理由で偶然そうなったのかもしれない。
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